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新型コロナウイルス感染症の令和５年 10月以降の医療提供体制等について 

 

令和５年９月 26日 

広島県健康福祉局 

新型コロナウイルス感染症対策担当 

 

１ 要旨・目的 

 新型コロナウイルス感染症の令和５年 10月以降の医療提供体制等について、国の方針を

踏まえ、本県の対応方針等を報告する。 

 

２ 現状・背景 

 ・定点当たり患者報告数   13.66 人 (令和５年９月 11 日～17日) 

 ・確保病床への入院患者数  222人 (令和５年９月 20 日現在) 

 ・確保病床使用率       35.7 ％ (令和５年９月 20 日現在) 

 

３ 概要 

⑴ 対象者 

 全ての県民 

 

⑵ 実施内容（詳細は別紙１・２のとおり） 

・医療提供体制の確保 

・相談体制の確保 

・ワクチン接種の推進 

 

⑶ スケジュール 

区分 
令和５年 令和６年 

４月～６月 ７月～９月 10 月～12月 １月～３月 

医療提供体制の確保 
   

 

相談体制の確保 
 

   

ワクチン接種の推進 
（公費接種） 

 
 

 
 

 5/8 

  

発熱相談 
療養相談 

確保病床 
を中心 
とした入院 

5/8～ 確保病床に限らない 
受入れの開始 

10/1～ 確保病床に限らない受入れ 
   （確保病床は対象等を重点化） 

従来どおり 

5/8～・受診案内･相談ダイヤル 

   ・療養者相談ダイヤル   ※ R6.3末まで継続 

5/8～ 春開始接種 
（高齢者・医療従事者等） 

9/20～ 秋開始接種 

hasegawa
繝・く繧ｹ繝医・繝・け繧ｹ
資料1

watanabe
テキスト ボックス
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定点医療機関からの報告数（左軸） コロナ定点医療機関からの報告数（左軸）

定点医療機関あたり報告数（右軸）

１ 広島県の感染状況等 

 新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月８日に「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律」上の位置づけが５類感染症に変更され、医療体制については、幅広

い医療機関による通常の対応に移行していくことなどとされた。 

 直近の感染状況は、定点医療機関あたりの報告数が、令和５年９月 11 日～17 日の一週間

で 13.66 人となっている。 

 県では、引き続き 24時間対応の相談窓口を設置して、発熱等の症状が出た方や自宅で療養

中の方の相談体制を維持するとともに、医師会等の関係団体と連携して、必要な方が入院で

きる医療体制や、地域の身近な医療機関での外来受診体制を確保していく。 

 また、ワクチン接種は、令和５年９月 20 日以降、XBB 対応ワクチンによる追加接種（初

回接種を完了した生後６か月以上の全ての方が対象）が開始された。希望する全ての方が速

やかにワクチンを接種できるよう市町の接種体制を支援していく。 

【新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発生状況（定点当たり）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2022年第 40週（10/3～10/9）から 2023年第 18 週（5/1～5/7）までは、過去の HER-SYS データ

からインフルエンザ定点医療機関（110か所）の報告数を抽出し、仮想の定点報告数として掲載。 

  2023年第 19週（5/8～5/14）以降は、新型コロナウイルス感染症の定点医療機関（第 37週（9/11

～9/17）現在：113か所）の報告数。 

 

［定点報告数：令和５年９月 11日～17日（第 37週）］ 

区分 患者報告数 
定点当たり 
患者報告数 

広島県 1,544 人 13.66 人 

全 国 86,510人 17.54 人 

別紙１ 

 2022年                2023年                        5/8（５類移行） 

（週数） 
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２ 令和５年 10月以降の主な対応 

⑴ 「移行計画」の見直し 

 新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に際し、県では医療提供体制の「移行

計画」を作成し、幅広い医療機関による通常の対応への移行に取り組んできた。 

 今般、冬の感染拡大が予測されることを踏まえ、国から、令和６年３月末までを対象期

間として「移行計画」を見直す方針が示され、通常の医療提供体制への移行を更に進める

こととされた。 

 

⑵ 入院医療体制 

 入院医療体制は「移行計画」に基づく取組により、確保病床に限らない入院受入れや医

療機関同士の連携による入院先決定（入院調整）が行われており、概ね計画どおり移行が

進んでいる。 

 令和５年 10 月以降は、引き続き、確保病床に限らない受入体制を強化するとともに、今

冬の感染拡大において新型コロナウイルス感染症患者の救急搬送困難事例等に対応する

ため、確保病床の対象を救急搬送受入先の一部病床に重点化する方針とする。今後、地域

の実情に応じて具体の確保数を決定していく。 

 

⑶ 外来医療体制 

 発熱患者等が速やかに受診できる医療体制を維持するため、新型コロナウイルス感染症

の外来対応医療機関（従前の診療・検査医療機関）を指定し、県ホームページで公表して

いる（令和５年９月 14 日現在：1,467か所）。 

令和５年 10 月以降も、地域の身近な医療機関（かかりつけ医等）で受診できる体制を拡

充するため、引き続き、広島県医師会等を通じて各医療機関に協力を依頼していく。 

 

⑷ 相談体制 

 発熱等の症状がある方が速やかに受診できるよう、従前の「積極ガードダイヤル」の機

能を引き継いで、新型コロナウイルス感染症の外来対応医療機関を案内する「受診案内・

相談ダイヤル」を設置している。 

 また、患者が安心して自宅で療養を行うことができるよう、従前の「自宅療養者相談セ

ンター」の機能を引き継いで、療養中の健康相談等に対応する「療養者相談ダイヤル」を

設置し、看護師による専門相談を行っている。 

 令和５年 10 月以降も、これらの相談対応を継続する（令和６年３月末まで継続予定）。 

居住地 受診案内･相談ダイヤル 療養者相談ダイヤル 

広島市 082-241-4566 0570-000-510 

呉 市 0823-22-5858 0120-77-2155 

福山市 084-928-1350 050-3090-0439 

上記以外 082-513-2567 0120-603-170 
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⑸ 高齢者施設等に対する支援 

 重症化リスクの高い高齢者等を感染から守るため、高齢者施設や障害者施設の従事者等

に対して頻回検査（月８回）を実施している。 

 また、高齢者施設の入所者が感染した場合に早期治療を開始できるよう、治療・投薬方

針の策定等について施設と地域の医療機関の連携を進めている。対応可能な協力医療機関

がない施設に対しては、県が募集した「往診可能医療機関」（令和５年９月 19 日現在：126

か所）により医療支援を行う体制を整備している。 

 令和５年 10 月以降も、これらの支援を継続する（令和６年３月末まで継続予定）。 

 

⑹ ワクチン接種の推進・令和５年秋開始接種（令和５年９月 20日以降） 

 令和５年９月 20 日以降、XBB 対応ワクチンを基本として追加接種（初回接種を完了し

た生後６か月以上の全ての方が対象）を行っている。また、初回接種についても、XBB 対

応ワクチンを基本として接種を行っている。 

 引き続き、実施主体である市町と情報共有しながら、必要なワクチンの供給量を確保す

るなど、市町の接種体制を支援していく。 

 

［世代別ワクチン接種率］               （令和５年９月 17 日現在） 

区分 
初回接種 

３回目 ４回目 ５回目 ６回目 
１回目 ２回目 

５～11歳 
[小児] 14.2 ％ 13.9 ％ 6.5 ％ 1.8 ％ 0.002 ％ ― 

12～39歳 
[若年層] 75.6 ％ 75.1 ％ 50.4 ％ 18.8 ％ 2.1 ％ 0.7 ％ 

40 歳以上 
[中高年層] 89.8 ％ 89.6 ％ 80.7 ％ 63.1 ％ 40.2 ％ 26.5 ％ 

出典：デジタル改革共創プラットフォーム（共創 Slack） 

 

⑺ 患者等に対する公費負担の取扱い 

 新型コロナウイルス感染症治療薬の薬剤費は、全額が公費支援の対象とされていたが、

令和５年 10 月以降は、一定の自己負担を求めた上で公費支援が継続される。 

 入院医療費は、医療保険各制度における月間の高額療養費算定基準額から原則２万円を

減額した額が自己負担の上限とされていたが、令和５年 10 月以降は、この減額幅を原則１

万円に見直した上で、公費支援が継続される。 
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